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Ａ．研究目的 

厚生労働省の戦没者遺骨のDNA鑑定事業

において、多数の遺骨・ご遺族から該当する

血縁者をスクリーニングするのは手作業で

あり、多大な時間を要する。この課題を解決

するために、私は多数の遺骨・ご遺族から該

当する血縁者をスクリーニングする専用ソ

フトウェアの開発を進めている。令和４年

度は、Y染色体上のshort tandem repeat（Y

-STR）型とミトコンドリアDNA（mtDNA）

型も利用できるよう、ソフトウェアを改良

した。また、常染色体STR型、Y-STR型、m

tDNA型の併用で偽陽性をどの程度減らせ

るかについても検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

ソフトウェア構築には、プログラミング

言語Rを用いた。また、ボタン1つで簡単に

操作できるようにするため、Rのtcltk、tcltk

2パッケージを用いて、graphical user inter

face（GUI）化した。ソフトウェアには、複

数人分の遺骨のDNA型データ、および複数

人分の遺族のDNA型データを入力できるよ

うにした。Y-STR型とmtDNA型については、

遺骨と遺族の各DNA型が一致するか否かを

解析できるようにした。 

各種DNA型の併用による偽陽性の検討に

ついては、まず日本人集団のDNA型調査デ

ータに基づき、コンピュータ上で各DNA型

を2000人分（互いに非血縁）作成し、1000

人を遺骨側、残り1000人を遺族側に振り分

けた。続いて、開発したソフトウェアを用い

て、各遺体と各遺族の比較をトータルで100

万回行い、偽陽性率を調査した。偽陽性の判

定基準は、常染色体STR型における尤度比

の値や、Y-STR型およびmtDNA型の一致の

程度など、専門的観点を基に決定した。 

 

Ｃ．研究結果 

同胞鑑定を想定した場合、STR型、Y-ST

R型、mtDNA型の偽陽性はそれぞれ100万例

中274例、1084例、13644例であった。しか

し、STR型とY-STR型の併用、あるいはST

R型とmtDNA型の併用だと、偽陽性はいず
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れも1例のみであった。親子、第2度血縁の鑑

定を想定した場合においても、併用により

偽陽性は大幅に減少した。さらに、STR型と

Y-STR型のアレルの約半数が不検出であっ

ても、併用することで偽陽性は100万例中10

例程度に留まった。以上の結果から、STR型、

Y-STR型、mtDNA型の併用は、血縁鑑定の

偽陽性を減らす上で極めて有効であること

が示された。 
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